
副議長（小川義昭君）  

 

副議長就任に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 このたびは、議員各位の御支持をいただきまして、副議長に当選させていた

だきましたことは、この上なく光栄と存じますとともに、その責任の重大さを

痛感している次第でございます。 

 市民の代表としての市議会は、市の議決機関であるとともに、市の執行機関

に対する監視機能としてその責任を認識し、その機能を十分に果たすように運

営しなければなりません。と同時に、市民と姿勢をつなぐパイプ役としての役

割をしっかりと認識し、市民の負託に応えなければなりません。 

 合併 10周年を迎え、さらに市民目線に立って、開かれた議会を目指し、微力

ではございますが、議長を補佐いたしまして、議会運営が円滑に進行してまい

りますよう、副議長としての職務を遂行してまいりたいと思います。 

 今後とも議員各位を初め執行部の皆様方の御支援、御鞭撻を心からお願いを

申し上げまして、副議長就任の御挨拶とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 

 


